
口
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
設
聞
に
答
え
な
さ
い
。

世
代
間
断
絶
の
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
。
た
し
か
に
今
日
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
新
し
い
世
代
は
①
古
い
世
代
を
告

発
し
て
お
り
、
一
見
両
者
の
聞
に
共
通
の
理
解
は
失
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
仔
細
に
こ
の
現
象
を
検
討
し
て
み
る
と
、

②
両
者
の
争
い
は
も
っ
ぱ
ら
公
的
な
も
の
で
、
家
庭
の
中
で
は
意
外
と
親
子
が
馴
れ
合
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
節
が
存
す
る
。
こ
の
こ
と
は

吋
司
吋
に
母
と
子
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
門
凶

U
朝
日
新
聞
が
行
な
っ
た
東
大
生
の
意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
が
尊
敬

す
る
人
物
の
筆
頭
に
あ
げ
た
の
は
母
親
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
か
つ
て
の
東
大
闘
争
の
最
中
に
叫
司
副
ポ
，
さ
れ
た
記
念
祭
で
、
、

「
止
め
て
く
れ
る
な
、
お
母
さ
ん
、
背
中
の

d
録
制
が
泣
い
て
い
る
」
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
が
か
か
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
こ
の
点
を
暗

示
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
母
親
だ
け
は
自
分
た
ち
の
気
持
ち
を
察
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
代
の
青
年
は
、
価
値
観
が
問
題
と
な
ら
な
い
限
り
、
古
い
世
代
と
和
合
す
る
が
、
い
っ
た
ん
価
値
観
が
問
題
と
な
る
と
、
③
古
い
世
代

剖
剣
り
矧
剖
判
刻
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
彼
ら
は
両
親
の
中
で
も
、
母
親
と
は
親
密
な
関
係
を
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
彼
ら
は
、
社
会

的
な
価
値
観
を
通
常
代
表
す
る
父
親
と
も
、
家
庭
の
中
に
あ
っ
て
は
あ
ま
り
対
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
価
値

観
に
つ
い
て
子
供
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
父
親
が
昨
今
は
極
め
て
叫
吋
叫
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
父
親
た
ち
も
内
心
で
は

疎
外
感
に
悩
み
、
現
代
文
明
の
危
機
を
肌
で
感
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
子
供
を
教
育
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ

の
彼
ら
も
社
会
の
中
で
は
そ
の
属
す
る
体
制
な
り
組
織
を
防
衛
す
る
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
現
代
の
世
代
間
叫
嵐
麟
は
も
っ
ぱ
ら

公
の
場
で
、
体
制
対
反
体
制
と
い
う
形
で
、
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
一
つ
奇
妙
な
こ
と
は
、

こ
の
現
代
の
世
代
間
葛
藤
な
い
し
断
絶
が
、
先
に
の
ベ
た
ご
と
く
主
と
し
て
価
値
観
を
め
ぐ
っ
て
起
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、

争
わ
れ
て
い
る
価
値
観
の
相
違
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
古
い
世
代
が
古
い
価
値
を
信
じ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

む
し
ろ
彼
ら
の
多
く
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
新
し
い
世
代
が
新
し
い
価
値
観
を
提
供
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
と
す
る
と
今
日
の

世
代
間
葛
藤
は
、
価
値
観
を
め
ぐ
っ
て
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
価
値
観
自
体
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
く
な
る
。
門
凶
〕
何
の
た
め
に
新
し
い
世
代
は
古
い
世
代
を
攻
撃
す
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
い
世
代
に
本
音
を

吐
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
解
さ
れ
る
一
面
が
あ
る
。
結
局
新
し
い
世
代
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
が
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き

る
価
値
観
が
欲
し
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
古
い
世
代
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
苛
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
し
か
に

④
一
種
の
甘
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
主
居
健
郎
『
甘
え
の
構
造
』
」
中
略
等
あ
り
)

波
線

a
「
コ
ト
」
・

d

「
マ
レ
」
の
カ
タ
カ
ナ
に
あ
た
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア

1
キ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

特

別

イ

執

劫

ウ

事

務

エ

古

稀

オ

独

特

カ

殊

勝

キ

極

少

問
2

波
隷
b

「
モ
ヨ
オ
」
に
当
た
る
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

問
3

波
線
C

「
銀
杏
」
と
同
じ
読
み
方
の
漢
字
を
ア

1
オ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

桔

梗

イ

公

孫

樹

ワ

埼

薬

エ

紫

陽

花

オ

金

木

犀

問
4

波
線

e
「
葛
藤
」
の
辞
書
的
意
味
に
最
も
近
く
、
か
つ
置
き
換
え
可
能
な
言
葉
を
、
文
中
よ
り
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

間
5

空
欄
門
阿
川
問
〕
に
入
る
べ
き
最
適
な
言
葉
を
ア

i
オ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

で

は

イ

仮

に

ウ

し

か

し

エ

だ

か

ら

オ

例

え

ば

間
6

傍
線
①
「
古
い
世
代
」
と
は
具
体
的
に
、
ど
う
い
う
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。
最
適
な
表
現
部
分
を
十
六
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
7

傍
線
②
「
両
者
の
争
い
」
は
出
引
パ
引
場
で
、
出
計
パ
引
税
で
行
わ
れ
る
と
い
う
の
か
。
該
当
す
る
も
の
を
ア
j
カ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

学

校

の

教

室

で

イ

家

庭

の

中

で

ウ

公

の

場

で

エ

父

親

対

現

代

青

年

と

い

う

形

で

オ
体
制
対
反
体
制
と
い
う
形
で
カ
社
会
対
個
人
と
い
う
形
で

間
8

傍
線
③
「
古
い
世
代
と
鋭
く
対
立
す
る
」
現
代
青
年
の
目
的
は
結
局
何
だ
と
い
う
の
か
。
ア

1
エ
か
ら
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
価
値
観
を
得
る
こ
と
。
イ
古
い
世
代
へ
の
苛
立
ち
を
吐
き
だ
す
こ
と
。

ウ
家
庭
と
い
う
場
だ
け
で
は
馴
れ
あ
う
こ
と
。
エ
現
代
青
年
の
価
値
観
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
。

問
9

傍
線
④
「
一
種
の
甘
え
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ア

i
エ
か
ら
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア
古
い
世
代
に
反
発
ば
か
り
し
て
い
る
こ
と
。
イ
自
力
で
得
る
べ
き
も
の
を
他
力
で
得
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

吹
古
い
世
代
の
価
値
観
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
。
エ
自
分
で
新
し
い
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

間
四
問
題
文
は
二
段
落
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
段
落
目
を
論
旨
に
よ
っ
て
さ
ら
に
二
分
割
し
た
い
。
前
半
の
最
後
の
文
末
は
ど
こ
か
。

ア
ー
オ
か
ら
最
適
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア
肌
で
感
じ
て
い
る
。
イ
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
ウ
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

エ
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
オ
彼
ら
の
多
く
は
懐
疑
的
で
あ
る
。

間

H29.一般(1)-1・H29.-般(1)-2・



英 圭亙
ロロ

問3 下糠部②が「取り除く」という意味になるように( )内に適語を入れよ。

ただし，( )内に示されているアルファベットで始まる単語を書くこと。

1.次の英文を読み，問 1~間 5 に答えよ。
問4 下線部③を意味が通るように並べかえて，書きかえよ。

British scien出tss可也eyhaveII)m.ade a (出sco時 r1that co叫ddefeatthe 

common cold. Up to now th句Tthought that an曲 odiescould only fight官官l

infec厄onsoutside of cells. Now正heyha鴨 proofthat姐世hodiesca且( 1 ) 

viruses even after they have entered human cells. An討hodiesぬngo in with 

viruses部出eyenter cells. 

Normally the virus would∞'py itself many tim館組dぬkeover∞ntrolof 
the cell. τ'he組曲odyin the ce11 howe鴨 rc田岡田町担acti佃也at伺 .usesa 

prote品加@(12: )ridof bad substances， before正hevirus is able to伺 .use

damage. 

The Camhridge scien出tswho dis∞刊redぬE色.ctsaid it wo叫dpossibly 

( 2 )ye位 sto findぬerightむugstotr宮崎吋ral泊fectio出血d(3)[抗 on. not. 

也at. work. mav]all吋ruses.

Vrruses紅 e也.eworld's biggest killers.τ'hey are very hard ω( 3 ) and 

M且morepeople也阻伺2ωr.τ'here田eabout 200 viruses that ca且( 4 ) a 

normalωld. 

(注〕阻tibody抗体 ce11細胞 viralinfec出nウイルスによる感染

凶器ぽきっかけとなる 四b坑担ce物質 protei且タンパク質

canc町議

問1 (1)~(4) に入る最も適切な語を下から選び，記号で答えよ。

ただし，同じ選択肢は一度しか使えない。

問5 次の事柄について日本語で簡潔に説明せよ。

「抗体が細胞の中にまで入ることで起こりうる効用について」

2.次の (1)~ (6)の文を日本文と同じ意味になるように並べかえた時， ( 

内の語句で三番目と五番目にくるものはどれ治、記号で答えよ。

(1)冬の聞この湖を訪れる人はほとんどいません。

(ア come イ few ウthls エ加オ people ブolake) dur包g
winter. 

(2)彼が私の申し出を受け入れるかどうかは分からない。

1 don't (ア w辺イ my ウwhether エ know オ a∞ept カ he)

offer or not. 

(3)彼女は4歳の時にピアノを習い始めた。

Shebeganωlearn (ア to イ piano ウplay エ how オ when

カ the) she was four years old. 

(4)私の叔母は娘からの便りを楽しみにしていま吹一

Myauntお(ア企om イ look血g ウher エ to オゐ阿佐d

カ heari且g)daughter. 

ア cause イ treat ウtake エ des位'oy

(5)私は彼にあなたの電話番号を教えておくべきだった。

I(ア told イ telephone ウ should ヱ脳血オ have カ your)

numher. 

問2 下線部①が必scoveredという意味になるように(むs∞ver)を適切な形に

直せ。

(6)昨日彼が出会った女性は目が不自由でした。

τ'he (ア whom イ he ウmet エ was オ lady ブoyesterday) 
blind. 

ーム
H29.一般(1)
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数学

次の間1"-'間4に答えよ。

聞い=今Lのとき問の値を求めよ。
(i) x +土

x 
)
 

目立(
 

， 1 
x-+ーで-
x 

間2 次の方程式，不等式を解け。

3x-5 2x-l 
( i )一一一一一一一一一一一=4
2 3 

(証) ~6x+3>2x-3 
Ix+13>7x-5 

問3 放物線 y = -2 x2 - 2 x + 4に関して，

( i ) 放物線の頂点の座擦を求めよ。

(垣) y> 0であるェの値の範囲を求めよ。

間4 4人で 1回だけじゃんけんをするとき，次の確率を求めよ。

(i) 1人だけが勝つ確率。

(五) あいこ(引き分け)になる確率。

向。
H29.一般(I)

(計算用紛

-4・ H29.一般(1 ) 



理 科(物 理)

次の間 l~間 10 について選択肢を 1 つ選び，番号で答えよ。

問1 4 cm3はどれ九

① 0.0004L ② 0.004L ③ 0.04L ④ O.4L 

間2 一定の速さ 36km/hで360mを進むのにかかる時間はどれか。

① 10秒② 36秒③ 100秒④ 360秒

問3 質量 2kgの物体に大きさ4Nのカだけが働いている。物体の加速度の

大きさはどれか。

① 0.5mJSl ② 2 mlSl ④ 8 rnJs2 @ 6 rnJSl 

問4 1つの物体に働く 2力がつりあう場合に， 2カについて墨2エ己主主のは

白どれれ

①一直線上にある。

③逆向きである。

②大きさが同じである。

④作用反作用の関係にある。

問5 物体が静止状態から落下するとき，物体のエネルギーについて正しいのは

どれか。ただし，空気抵抗など重力以外のカは鮪見できるものとする。

①運動エネルギーも位置エネルギーも増加する。

②運動エネルギーは増加するが，位置エネルギーは誠少する。

③運動エネルギーも位置エネノレギーも減少する。

④運動エネノレギ-f討齢、するが，位置エネルギーは増加する。

w
h
d
 

H29.一般(1)

間6 電気的に中性な物体AとBをこすりあわせたところ， Aが負に， Bが正に

帯電した。この原因はどれか。

① AからBへの電子の移動 ② BからAへの電子の移動

③ AからBへの陽子の移動 ④ BからAへの陽子の移動

間7 電繋臓の両端に電圧10Vを加えたとき，この竃索織には2Aの電流が流

れた。この電紫搬の抵抗値はどれか。ただし，この電察職はオ」ムの法則に

従うものとする。

① 0.2 Q ② 5 Q ③ 8 Q ④ 20 Q 

間8 50
0Cの水 (1000g)と 800Cの水 (500g)を混ぜて，できる水!の温度はど

れか。ただし，熱の移動は両者の問のみとする。

① 60
0C ② 62

0
C ④ 70

0
C ③ 65

0

C 

問9 音が高いほどイ直が大きいものはどれか。

①音波の振動数

③音波の振幅

②音波の波長

④音の伝わる速さ

間10 電磁波でないのはどれヵ、

①超音波 ②可視光線 ③エックス線 ④電波

-6 -
回9.一般(I)



理 科(化 学)

次の間1---問10について選択肢をlつ選び，番号で答えよ。

間1 純物質はどれz，¥，

①海水 ②空気 ③石油 ④水蒸気

間2 ダイヤモンドの同素体はどれヵ、

①黒鉛 ②オゾン ③ヘリウム ④ドライアイス

間3 原子を構成する粒子のうち，負の電荷をもつのはどれか。

①電子 ②陽子 ③中性子 ④原子核

間4 原子核に含まれる陽子の数と中性子の数の和を何というか。

①原子量 ②分子量 ③質量数 ④原子番号

間5 炭素原子の価電子の数はいくつか。

① 3 ② 4 ③ 5 ④ 6 

間6 陽イオンとなる原子はどれか。

①塩素 ②酸素 ③フッ素 ④カリウム

問7 弱塩基性なのはどれか。

①アンモニア水

③.水酸化ナトリウム水溶液

②塩化ナトリウム水溶液

④水酸化カノレシワム水溶液

-7・ H29.一般(I)

間8 pHはどれか。

①酸化数 ②モノレ濃度

③水素イオン強度 ④水素イオン指数

問9 物質が酸素を受け取る反応を何というか。

①酸化 ②還元 ③中和 ④昇華

間10 塩化マグネシウムMgCbの式量はいくつか。

(原子量:Mg = 24， C1 = 36) 
① 3 ② 60 ③ 84 ④ 96 

-8 - H29一般(1)



理 科(生 物)

次の間1'"間10について選択肢を1つ選び，番号で答えよ。

間1 ヒトの月帝国胞の大きさとして，最も近いのはどれか。

① 2nm ② 20nm ③ 2pm ④ 20pm 

問2 原核生物はどれか。

①大腸菌 ②酵母菌 ③アメーバ ④ゾウリムシ

問3 細胞膜の主成分はどれか。

①脂質 ②糖質 ③ RNA ④ DNA 

問4 呼吸によってATPを合成するのはど、れか。

①核 ②リボソーム ③ゴ〉レジ体 ④ミトコンドリア

問5'DNAの二重らせλ本髄の2本の鎖において，アデ、ニンと相補的に結合する

のはどれか。

①アデ、ニン ②グアニン ③シトシン ④チミン

問6 体重70kgの成人の血液量(L:'!J:>'トノレ)として，最も近いのはどれ九

① 1L ② 3L ③ 5L ④ 10L 

問7 胆汁を生産するのはどれカ氾

①心臓 ②肝臓 ③すい臓 ④ひ臓
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間8 父の血液型がAB型で，母の血液型がA型(遼伝子型はAO)の時，子供の

血液型として，通宜主どのはどれか。

① A型②B型③AB型

問9 ヒトの血液の流れはどれか。

①右心房→右心室→肺→左心房→左心室

②右心室→右心房→肺→左心室→左心房

③左心房→左心室→肺→右心房→右心室

④左心室→左心房→肺→右心室→右心房

④ O型

問10 下図は，腎臓の構造を示している。血液から原尿を生成するのはどれh

② 

③ 

-10・
H29.一般(I)




